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概要 [実験結果に基づいた検討] 食塩水にドライアイスを多量に溶かし、鉄の細

線綿を入れて一日すると、茶色の酸化鉄が沈殿し水面に膜状の物質が出現する。

炭酸水中で鉄が酸化すると有機物ができることから生命誕生について検討した。

炭酸水から有機物を生成する機構 [結合間共鳴がある炭酸水における脱酸素反応]

炭酸水ではCO2は水和した分子として、共有結合性構造を持ちOが４個のHを、C

が４個のOを４面体型に配置した３次元構造を持ち、同時にCO2およびH2Oという

単位で電気分極して静電力で結合するイオン結合性を持つ[1]。このように複数の

結合構造が共鳴している状態では原子は熱振動で最近接原子を交換できる。 
鉄(Fe)を炭酸水に加えると、Oは最もイオン化傾向の大きいFeと結合する。Fe

は２個の 4s電子の他に、3d電子もOとの化学結合に徐々に加わり、茶色の第二酸

化鉄(Fe2O3)となって沈殿する。Feによって酸素が除かれた炭酸水から比重が軽い

炭化水素(CnH2n+2) や炭水化物Cｘ（H2O）ｙ等が生成され、水面で集積される。 
有機物の水溶液から生命が生れる過程 [連鎖反応を組織することで生命が実現した]

アミノ酸はアルキル基(CnH2n+１)にCを付けてHとNH2とCOOHを取り付けもので

ある。脱酸素炭酸水にアンモニアNH3を加わるとアミノ酸ができる。隣接するア

ミノ酸のNH2とCOOHが脱水結合すると糸状のタンパク質ができる。そのタンパク

質の糸は水中において側鎖のアルキル基の疎水性相互作用により立体構造とな

る。糸状のタンパク質が合成される過程で、そのタンパク質と対を成すRNAの如

き連鎖状の生命分子が有機膜に合成され、更にその反応が巡回するようになれ

ば、タンパク質の量産ができる。生命体は状況に応じて連鎖反応を切り替えるよ

うに活動を組織した巨大高分子の組織として誕生した。生物は個々に適応して活

動するので多様化し、生態系を成し、生態系の中で世代交代を重ねて進化した。

結言 生物は活動を続けるように連鎖反応を組織することによって誕生した。 
  

[1] 水和したCO2の３次元構造は、水(H2O) がα-水晶(SiO2)と同じ結晶構造（四面体を螺旋状に配置
し、電気分極をそろえる構造）を持ち、圧電性を持つα-水晶が水熱合成で作られる等から推測できる。


